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江
戸
時
代

初
期
に
お

け
る
龍
笛
唱
歌
に
関
す
る

一
考
察

寺

内

直

子

は

じ
め

に

本

論

は
、
日
本
の
雅
楽

の
管
楽
器
の

一
つ
龍
笛

の
江
戸
時
代
の
唱
歌

(し
ょ
う
が
)

に
関
す
る
考
察
で
あ
る
。

唱
歌
と
は
、
日
本
の
伝

統
音
楽

に
お
い
て
楽
器
を
学
習
す
る
際
に
口
で
唱
え
ら
れ
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
よ
う
な
歌

で
あ
る
。
日
本
だ
け
な
く

、
口
頭
伝
承
で
伝
え
ら

れ
る
世
界
各
地
の
音
楽
文
化

で
は
、
唱
歌
が
重
要
な
伝
承
手
段
と
し

て
機
能
し
て
い
る
。

　
　

　

雅

楽

の
管
楽
器
の
唱
歌

に
関
す
る
研
究

は
こ
れ
ま
で
に
い
く

つ
か
あ
る
が
、
現
在

の
唱
歌
を
分
析
し
た
も
の
と
、

歴
史
的
資
料
を
分
析

　
ピ

　

し
た

も
の
に
大
別
で
き
る
。
前
者
の
数
に
比

べ
て
、
後
者
の
そ
れ
は
少
な
い
。
歴
史
的
研
究
が
少
な
い
理
由

の

一
つ
は
、
唱
歌
に
よ

っ
て

記
さ

れ
た
龍
笛
、
篁
策
の
楽
譜

(仮
名
譜
)

で
、
あ
る
程
度
ま
と
ま

っ
た
大
部
の
も

の
は

一
七
世
紀
以
降

で
な
い
と
現
れ
な
い
こ
と
に
あ

る
。

唱
歌
そ
れ
自
体
が
古
く
か
ら
存
在
し
て
い
た

こ
と
は
、
す
で
に
楽
書

「教
訓
抄
」

(
一
二
三
三
年
成
立
)
等
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
が
、

中
世

ま

で
の
龍
笛
、
篁
簗
譜
は
基
本
的
に
唱
歌
譜

で
は
な
く
指
孔

(指

の
押
さ
え
方

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
)
譜

で
あ

っ
た
,
㌍

現

在
、
宮
内
庁
楽
部

で
標
準
的
楽
譜
と
し

て
使

用
さ
れ
て
い
る
通
称

「
明
治
撰
定
譜
」

の
龍
笛
譜
は
、
唱
歌
を
楽

譜
の
中
心
に
据
え
、

そ
の
脇

に
、
指
孔
名

(音
高
)
や
リ
ズ
ム
の
単
位
を
し
め
す
○
や
点
を
添
え
る
記
譜
法

で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
「
明
治
撰
定
譜
」
の

唱
歌

は
母
音
、
子
音
の
使
用
法
に
厳
密
な
規
則
性

が
あ
り
、
か
な
り
精
緻
な
体
系
を
持

っ
て
い
る
。
こ
の
唱
歌

は
、

特
に
母
音

の
使
用
傾

一



　
ヰ

ね

向

に
お
い
て
天
王
寺
系

で
な
い
こ
と

は
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
体
系
の
直
接
的
な
祖
と
な
る
唱
歌
が
江
戸
時
代

に
存
在
し
て
い
た
の

か
、

そ
れ
と
も
、
明
治
に
な
っ
て
、

あ
ら
た
に
体
系
立
て
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
の
詳
細
は
明
ら
か

で
は
な
い
。
そ
の
理
由

は
、
江
戸
時

代
の
龍
笛
唱
歌
譜

に
関
す
る
研
究
が
、

い
ま
だ
数
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。

本
論
は
、
そ

の
間
隙
を
埋
め
る

一
助
と
す
る
た
め
に
、
江
戸
時
代

　
七
世
紀
後
半

に
編
ま
れ
た
二

つ
の
史
料
の
唱
歌
を
紹
介
、
分
析
す

る
。

さ
ら
に
、
複
数

の
資
料
の
唱
歌

の
比
較
を
通
し
て
、
唱
歌

の
歴
史
的
変
化
、
あ
る
い
は
、
系
統

の
差
異
を
探
る
た
め

に
ど
の
よ
う
な

方
法
論
が
可
能

で
あ
る
か
を
提
示
す
る
。

二

 

一
、

分
析
対
象
資

料

一
-

一
、

『六
調
子
曲
譜

和
琴
』
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

　

(
架

蔵

番

号

:
伏

0

)

9

伝
伏
見
宮
貞
致
親
王
筆

本

譜
は
、
和
琴

の
楽
譜
で
あ
る
た
め
、
龍
笛
の
唱
歌

の
資
料
と
し
て
は
こ
れ
ま

で
見
過
ご
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
(御
神
楽
な
ど
で
な

く
)
唐
楽
の
和
琴
譜
で
あ
る
こ
と
、
唐
楽
六
調
子
に
わ
た

っ
て
か
な
り
ま
と
ま

っ
た
曲
数

(三
四
曲
)
を
収
録
し

て
い
る

こ
と
、
和
琴
の

譜
字

の
脇
に
龍
笛

の
唱
歌
を
付
記
し

て
い
る
、
の
三
点
か
ら
、
唐
楽
の
龍
笛
唱
歌

の
資
料
と
し

て
分
析

に
値
す
る
好
資
料

で
あ
る
と
判
断

し
た
。

本
資
料
は
、
末
尾
に

「此
本
二
品
式
部
卿
貞
致
親
王
正
筆
也
」
の

一
文
を
有
す

る
こ
と
か
ら
、
伏
見
宮
第

　
三
代
貞
致

(
さ
だ
ゆ
き
)

つ
こ

親
王

(
一
六
三
ニ
ー

一
六
九
四
)

の
撰
述
と
さ
れ
て
い
る
。
奥
付
が
な
い
た
め
、
正
確
な
撰
述
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
貞
致
親
王
の
生
没

年
か
ら
判
断
し
て
、

一
七
世
紀
後
半

の
成
立
と
考
え
ら
れ

る
。

本
譜
は
、
中
央
に
和
琴
の
譜
字
を
記
し
、
そ
の
右
側
に
拍
子
、
小
拍
子
点
と
笛

の
手
付
け

(指
孔
名
)
、
そ
し
て
左
側

に
笛

の
唱
歌
を
示



し
て

い
る
。
貞
致
親
王

は
伏
見
宮
と
い
う
家
柄
か
ら
考
え
て
、
琵
琶
、
和
琴
な
ど
殿
上

の
絃
楽
器
に
通
じ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
龍

笛

の
唱
歌
は
、
お
そ
ら
く
、
演
奏

(あ
る
い
は
和
琴
譜
編
集
)

の
便
の
た
め
に
、
書
き
添
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
親
王
の
龍
笛

の
師
は

不
明

で
あ
る
が
、
も

っ
と
も
単
純
に
考
え
れ
ば
、
近
隣
の
京
都
系

の
楽
人
に
師
事
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

残

念
な
が
ら
、
笛
の
手
付
け
は
、
和
琴

の
譜
字
に
対
応
し
て
、
小
拍
子
に

一
つ
と
い
う
配
置
で
、
今
日
の
龍
笛
譜
の
よ
う

に
、
龍
笛
の

細

か

い
唱
歌
に
対
応
し
た
手
付
け
と
は
な

っ
て
い
な
い
。

こ
の
た
め
に
、
唱
歌
の
細

か
い
旋
律
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
後

述
す

る
よ
う
に
、
「明
治
撰
定
譜
」
の
唱
歌
と
の
比
較
に
よ

っ
て
、
そ
の
体
系
を
推
測
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

本

譜
の
収
録
曲
は
、
表

1
の
通
り
で
あ
る
。
冒
頭

一
丁
目
に
、
各
調
子
の
音
取
が
示
さ
れ
て
い
る
。
呂

の
壱
越
調
、
太
食
調
、
双
調
の

曲

が
合
計

で
一
三
曲

で
あ

る
の
に
比

べ
、
律

の
平
調
、
黄
鐘
調
、
盤
渉
調
の
合
計
は
二

一
曲
と
多
い
。
さ
ら

に
、
壱
越
、
平
調
音
を
主
音

と
す

る
調
子
に
比
べ
、

双
調
以
上
の
音
を
主
音
に
す
る
楽
曲

の
数
が
際
だ

っ
て
多
い
。
舞
楽

で
は
な
く
、
御
遊
の
管
絃
合
奏

で
頻
繁
に
用

い
ら
れ
る
楽
曲
を
ま
と
め
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

調

絃
名
は
、
各
調
子

の
楽
譜
の
前

に
示

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
呂

「壱
越
調

和
琴
双
調
」
「
太
食
調

和
琴
返
黄
鐘
調
」

「
双

調

和
琴
返
風
香
調
」
、
律
で
は

「平
調

和
琴
黄
鐘
調
」
「
黄
鐘
調

和
琴
風
香
調
」
「盤
渉
調

和
琴
平
調
」
と
な

っ
て
い
る
。
し

か
し
、
楽
譜
本
文
の
和
琴
譜
字
と
龍
笛
孔
名
を
対
照
す
る
と
、
本
楽
譜
で
用
い
て
い
る
調
弦
は
、
調
子

に
か
か
わ
ら
ず
、
す

べ
て
図

一
の

　
　

　

よ

う

で
あ

っ
た
と

考

え

ら

れ

る
。

こ
れ

は

、

催

馬

楽

和
琴

の
律

の
調

弦

と

一
致

す

る

。

図

一

和 笛
琴

『貞
致
譜
』

g

(
a
)

⊥

夕

六

五

の
和
琴
の
調
弦

d

ポ

b

ぴ

六

五

中

(丁
)

四

三

二

"Te

三



表1r六 調子曲譜 和琴』収録曲一覧 表2r龍 笛仮名譜』収録曲一覧(順 不同)

宮内庁書陵部蔵(伏900)宮 内庁書陵部蔵(伏809)

E

越

調

六調子音取

武徳楽◎

賀殿急◎

陵王破◎

萬歳楽◎

五常楽急◎

越天楽◎

三垂急◎

鶏徳◎

林歌◎

夜半楽◎
太平楽急◎

抜頭◎

延喜楽

胡飲酒破

酒胡子

武徳楽

春鶯噸颯踏

同入破

賀殿急

鳥急

◎はr龍 笛仮名譜』にも所収

平蛮楽

海青楽

黄 拾翠楽急

鐘 越天楽

調 千秋楽

青海波

喜春楽破

蘇合急◎

剣気揮脱

越天楽◎

輪憂◎

青海波◎

千秋楽◎

白柱◎

壱越音取

平調音取

盤渉調音取

太食調音取

春鶯噂颯踏

胡飲酒破

酒胡子

越 武徳楽◎

賀殿急◎

陵王◎

迦陵頻急

五常楽急◎

越殿楽◎

甘州

鶏徳◎

老君子

三蔓急◎

夜半楽◎

輪垂◎

青海波◎

千秋楽◎

越殿楽◎

蘇合香急◎

白柱◎

太平楽急◎

抜頭◎

長慶子

還城楽

朝小子

延喜楽

納蘇利急

貴徳急

納蘇利破

新鯨輻

胡蝶急

萬歳楽楽拍子◎

林歌◎

陪臆

王昭君

扶南

◎はr六 調子曲譜 和琴』にも所収

な

お
、

本

文

で

は
、

以
下

、

こ

の
史

料

を

『
貞

致

譜

』

と

略

称

す

る
。

四



　
ア

　

一
-
二
、

『龍
笛
仮
名
譜
』

(宮
内
庁
書
陵
部
蔵
、
架
蔵
番
号
:
伏

脚
)
(東
儀
兼
頼
撰
、

一
六
八
〇
年
)

本

論

で
は
、
「貞
致
譜
』
と
ほ
ぼ
同
時
代

(
一
七
世
紀
後
半
)
に
成
立
し
た
唱
歌
譜
と
し
て
、
『龍
笛
仮
名
譜
」
を
参
照
す
る
。
後
述
す

る
よ

う
に
、
『
貞
致
譜
」
が
京
都
系
の
龍
笛
唱
歌
譜
と
推
測
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
『
龍
笛
仮
名
譜
』
は
、
天
王
寺
系

の
龍
笛
唱
歌
譜

で
あ

る
。

本
譜

は
こ
れ
ま
で
、

い
く

つ
か
の
研
究
に
お

い
て
言
及
さ
れ
て
き
た
史
料

で
あ
る
が
、
基
本
的
な
情
報
を
こ

こ
で
あ
ら
た
め
て
紹
介

し
て
お
く
。

奥
書

に
よ
れ
ば
、
こ
の
譜

は
、
延
宝
八

(
一
六
八
〇
)
年
の
春
、
天
王
寺
系
の
楽
人
、
太
秦

(東
儀
)
兼
頼

(
一
六
三
ニ
ー

一
七

一
二
)

に
よ

っ
て
撰
述
さ
れ
た
。
平
出
久
雄
に
よ
る
と
、
兼
頼
は
同
じ
く
、
天
王
寺
方
楽
人

で
あ

っ
た
岡
昌
秀
よ
り
笛
を
習

い
、
子
孫
家
業
と
し

た
。

笛
音
優
美
で
当
代
名
手
と
称
さ
れ
た
、
と
い
う

(平
出

一
九
八
九
)
。
現
在
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
伏
見
宮
旧
蔵
楽
書
と
し
て
架
蔵
さ

れ
て

い
る
本
写
本
が
、
兼
頼
自
筆
本
か
ど
う
か
は
不
明
。
ま
た
、

ど
の
よ
う
な
経
緯

で
、
伏
見
宮
家
に
伝
わ

っ
た

の
か
も
不
明
で
あ
る
。

本
論

で
は
、
以
下
、
こ
の
資
料
を

『兼
頼
譜
』
と
呼
ぶ
。

本

譜
の
収
録
曲
は
、
表
2
の
通
り
で
あ
る

(順
不
同
)。
楽
曲
は
お
お
む
ね
調
子
別
に
収
録
さ
れ
て
は
い
る
が
、
後
半
は

一
、
二
曲
ず

つ

　
ヨ

　

補
遺

の
よ
う
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
場
合
も
あ
る
。
唐
楽
双
調
、
黄
鐘
調
の
楽
曲
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
か
わ
り
に
、
高
麗
楽
が
六
曲
収
録

さ
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
譜
は
、
天
王
寺

の
諸
行
事
に
用

い
ら
れ
た
楽
曲
を
中
心
に
撰
述
さ
れ
た
可
能

性
が
高

い
。
末
尾
に
笛

の
指

孔
と
十
二
律
の
対
応
が
示
さ
れ
て
い
る
。

本

譜

の
記
譜
法
は
、
中
心
に
唱
歌
の
仮
名
を
書
き
、
そ
の
右
に
小
拍
子
点
、
太
鼓
点
を
付
記
し
て
い
る
。
唱
歌

の
音
高
を
示
す
指
孔
名

は
記

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
細
か
い
唱
歌

の
旋
律
を
知
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
『貞
致
譜
』
と
同

様
、
現
行
の
唱
歌
と
の

比
較

に
よ

っ
て
、
旋
律
の
輪
郭
を
推
測
す
る
こ
と
に
す
る
。

な



一
⊥

二
、
明
治
撰
定
譜

『龍
笛
中
小
曲
譜
」
(上
、
下
)

現
在
、
宮
内
庁
式
部
職
楽
部
で
使
用

さ
れ
て
い
る
の
は
、
明
治
九

(
一
八
七
六
)
年
と
二

一

(
↓
八
八
八
)
年

に
選
定
さ
れ
た

「明
治

撰
定
譜
」
と
通
称

さ
れ
る
楽
譜
群

で
あ

る
が
、
実
際
に
は
楽
器
、
ジ
ャ
ン
ル
に
よ

っ
て
、
『催
馬
楽
和
琴
譜
』
『肇
藁
中
小
曲
譜
」
な
ど

の

よ
う

に
個
々
に
名
称
が
付
い
て
い
る
。

本
論
で
は
、
現
行

の
龍
笛
唱
歌
の
分
析

に
明
治
撰
定

の

『
龍
笛
中
小
曲
譜
』

(上
、
下
)
を
用
い
る
。
現
行
の
龍
笛
譜
は
、
唱
歌
を
中
心

に
記
し
、
右
に
小
拍
子
点
、
太
鼓
点
、
左

に
唱
歌
の
音
程
を
表
す
指
孔
名
を
細
か
く
付
記
す
る
。

た
だ
し
、
「明
治
選
定
譜
」
が
撰
述
さ
れ
て
か
ら
、
す

で
に

一
〇
〇
年
以
上
が
経
過
し
て
お
り
、

そ
の
間
に
、
龍
笛

の
実
際
の
旋
律
や
唱

　
　

　

歌
の
旋
律
に
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
変
化
が
生
じ
て
い
る
。

し
か
し
、
本
論

で
は
二
〇
〇
四
年
現
在

の
実
際
で
は
な
く
、

さ
し
あ
た
り

「明
治
選
定
譜
」
に
記
さ
れ
た
唱
歌
の
楽
譜

の
レ
ベ
ル
で
分
析
を
行
う
。

ま

た
、
現
在
龍
笛

の
唱
歌
で
歌
わ
れ
る
旋
律
は
、
厳
密

に
は
龍
笛
で
吹
か
れ
る
実
際
の
旋
律
と
異
な
る
個
所
が
あ
る
。

そ
の
場
合
、
「明

治
撰
定
譜
」

に
記
さ
れ
た
手
付
け
は
龍
笛
の
旋
律
と
対
応
し

て
い
る
。
本
論
で
、
「
現
行
の
唱
歌
の
旋
律
」
と
い
う
場
合
、
「
明
治
撰
定
譜
」

に
記

さ
れ
た
手
付
け
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
唱
歌
の
旋
律
を
指
す
こ
と
に
す
る
。

⊥
ノ＼

 

二
、

「
明
治

撰
定
譜
」

の
唱
歌

の
法

則

江
戸
時
代
の
唱
歌

の
分
析
に
入
る
前

に
、
現
在
用
い
ら
れ

て
い
る
龍
笛
唱
歌

の
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
明
ら
か
に
し

て
お
く
。
な
ぜ
な
ら
、

現
行
唱
歌
の
シ
ス
テ
ム
が

『貞
致
譜
』
『
兼
頼
譜
」
を
読
み
解
く
重
要
な
手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

譜
例
1

(文
末
参
照
)
は
壱
越
調

〈
賀
殿
急

(か
て
ん
の
き

ゅ
う
)
〉

の
比
較
譜

で
あ
る
。
比
較
譜

に
は
、
各
小
拍
子

に
通
し
番
号
を

付
け

て
あ
り
、
以
後
、
本
文
中
で
、
譜
例

の
参
照
す
べ
き
部
分
を
示
す
場
合
、
曲
名

の
略
号

(曲
名

の
は
じ
め
の

一
字
)
、
小
拍
子
番
号
の



順

に

記

す

。

た
と

え
ば

、

〈
賀

殿
急

〉

の
第

一
小

拍

子

は

〈
賀

1

>

と

記

す
。

明

治

撰

定
譜

の
龍

笛

唱

歌

の

シ

ス
テ

ム

は

、

発

音

さ

れ

る
音

節

と

、

音

高

と

の
関

係

に

お

い

て
、

一
貫

し

た

シ

ス

テ

ム

に
則

っ
て

い

る
。

特

に

母

音

の
使

用
法

に

は

厳

密

な

規

則

性

が

あ

る

。

唱
歌

に

お

け

る
、

隣

り
合

っ
た

連

続

す

る
二

音

の
関

係

を

調

べ
る

と
、

次

の

よ

う

な

規

則

が

導

か

れ
る
。

(
一
)

母

音

ま

た

は
子

音

が

変

わ

る
と

音

高

が

変

化

す

る

①

母

音

、

子

音
と

も

に

変

化

:

〈
賀

17

>

現

行

唱

歌

「
ト

↓

ラ
」

子

音

が

t

↓

r

に
、

母

音

が

o

↓

a
に
変

化

す

る
。

卜

(
D
)

よ

り

ラ

(
E

)

の
方

が
高

い

音

高

が
与

え

ら

れ

て

い

る
。

②

母

音

の

み
変
化

:

〈
賀

17

>

「
ラ
↓

ロ
」

a
か

ら

o
に
変

化

。

音

高

と

し

て
は

、

ラ

(
E
)

よ
り

ロ

(
D

)

が
低

い
。

③

子

音

の

み
変
化

:

〈
賀

36

>

「
ト
↓

ロ
」
、

〈
賀

37
>

「
タ

↓

(
ア
)

↓

ラ
」

〈
賀

36
>

で
は
、

子

音

が

t

↓

r
に
変

化

す

る
。

〈
賀

37

>

で

は
、

タ
か

ら

ア

(産

み

字

)

を

挟

ん

で

ラ

へ
と

、

子

音

が

t
↓

r
に

変

化

す

る
。

と

も

に
、

音

程

が

変

化

す

る

が

、

前

者

は

ト

(
D

)

↓

ロ

(
E
)

と

上

向

、

後

者

は

タ

(
F
)

↓

ラ

(
E

)

と

下

降

す

る
。

つ
ま

り

、

t
と

r
の
間

に

は
、

音

高

の
上

下

関

係

は
な

い
。

こ

の
よ

う

に
、

母

音

a
と

母
音

0
が

隣

り

あ

っ
て
現
れ

る
時

は
、

a
が

0
よ

り

必

ず

高

い
音

程

と

な

っ
て

い
る

。

同

様

に
、

i

-

a
、

0
↑

↓

u
、

i
↑

↓

0
、

i

↑
↓

u
、

a
↑
↓

U
が

龍
笛

唱

歌

に

は

隣

り

あ

っ
て
出

現

す

る

が

、

そ
れ

ぞ

れ

の
関

係

は
、

い
ず

れ

も

、

前

者

の

方

が
高

い
音

程

を

示

し

て

い

る
。

子

音

が

変

化
す

る
と

音

高

も

変
化

す

る

が

、

そ

の
際

、

隣

り

あ

う

子

音

の
種

類

と

音

程

の
関

係

は

、

母

音

の
よ

う

に
決

ま

っ
て

い

な

い
。

七



(
二

)

母

音

+

産

み
字

は
音
高

変

化

し

な

い

直

前

の
音

節

の

母

音

の
み
を

言

い

直

す

(
産

み

字

)

場

合

は

、

音
高

は

変

化

し

な

い
。

譜

例

一

〈
賀

3

>

の

「
ハ

ア
」
、

〈
賀

6

>

〔
10

)

「
ラ

ア
」
、

〈
賀

7
>

「
タ

ア
」

な

ど

は
、

そ

の
好

例

で

あ

る
。

こ

の

よ

う

に
隣

り
合

う

二
音

の
音

高

と

音

節

の
関

係

を

整

理

す

る

と
、

母

音

に

つ
い

て
は
図

二

の

よ

う

に
整

理

で
き

る

。

図

二

母
音

の
示

す
音
高

の
相

対

的

な

関
係

高

低

i

↑
↓

a

‡

0

-

U

・1

/

0

・l

U

a

↑
ー

1-

U

例
外
的
な
も
の

O

l
Ψ

O

a

↓

・
-
↓

0

　ロ
　

　
ロ
　

ま

た
、

龍

笛

唱

歌

で
用

い
る
子

音

は

t

r

f

山

の

四

種

類

に
限

ら
れ

て

お

り

、

チ

(
o
巨
)
の
発

音

が
、
高

い
音

域

に

現

れ

る

ほ
か

は

、

t

r

f

の
三

つ

に

つ
い

て
は
、

音

高

上

の
相

対
的

関

係

に
規

則

性

は
見

ら

れ

な

い
。

八



三
、

古
譜

の
法
則

-
明
治

撰
定
譜
と

の
対

応
関
係
を
中

心
に

一
七
世
紀
の
笛
譜
は
、
残
念
な
が
ら
、
明
治
撰
定
譜
ほ
ど
母
音

の
使
用
の
規
則
が
厳
密

で
な
い
。
た
と
え
ば
、

i
音
は
、
お
お
む
ね
高

い
音
域

の
音
に
使
わ
れ
る
と
い
う
規
則
は
見
い
だ
せ
る
が
、

a
と

0
に
つ
い
て
は
、

そ
の
上
下
関
係
が
、
今
日
の
よ
う
に
必
ず
し
も

a
の

方
が

o
よ
り
高
い
音
に
当
て
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
唱
歌
の
仮
名
に
、

「明
治
撰
定
譜
」

の
よ
う
な
大
小

の
区
別
が
な
い
た

め
、
細
か
い
リ
ズ
ム
の
解
読
が
た
い
へ
ん
難
し
く
、
加
え
て
、
指
孔
名
の
手
付
け
が
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
音

高
も
不
明

で
あ
る
。
し

か
し
、
「明
治
撰
定
譜
」
と
比
較
す
る
と
、
構
造
的
に

「明
治
撰
定
譜
」
の
唱
歌
と

一
定

の
対
応
関
係
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
を
手
が
か
り
に
、

本
論

で
は
次
に
、
今
日

一
般
的
に
言
わ
れ

て
い
る
、
「明
治
撰
定
譜
」
は
天
王
寺
系
で
な
い
、
と
い
う
理
解
の
意
味
を

い
ま

一
度
問
い
直
し
、

さ
ら

に
、
楽
山
の
構
造
と
唱
歌

の
対
応
関
係
か
ら
、
唱
歌
の
歴
史
的
変
化
、
あ
る
い
は
、
系
統
の
差
異
を
探

る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
方
法

論
が
可
能

で
あ
る
か
を
考
え
る
。

三

-

一
、

「
天
王

寺

系

」

龍

笛

唱

歌

の
特

徴

す

で

に
述

べ
た

よ

う

に

、

今

日
汎

用

さ

れ

て

い

る

「
明

治

撰

定

譜

」

の
龍

笛

譜

は

、

京

都

系

、

ま

た

は
南

都

系

と

言

わ

れ

て
き

た
。

そ

の
根

拠

は

、

天
王

寺

系

の
龍

笛

譜

で

は

、

工
行

の
音

が
使

わ

れ

て

お

り

、

い

っ
ぽ

う

、

そ

の
他

の
系

統

で

は

工
行

は

使

わ

れ

な

い

と

い
う

事

実

に

あ

る
。

ふ

た
た

び

、

譜

例

1
、

壱

越

調

〈
賀

殿

急
〉

の

比

較

譜

を

見

て

み

よ

う

。

〈
賀

殿
急

〉

の

『
兼

頼

譜

』

は
冒

頭

一
行

目

だ

け

で
も

、

「
ト

レ

(
エ
)

ラ

ア

ハ
リ

」

〈
賀

1
、

5
>

、

「
ヘ

エ
引

」

〈
賀

3
>

、

「
テ

エ
引

」

〈
賀

7
>

な

ど

、

工
行

の
音

を

含

む

唱

歌

が
多

用

さ

れ

て

い

る
。

こ

れ

に
対

し

て
、

「
明

治

撰

定

譜

」

や

『
貞

致

譜

』

で

は
使

わ

れ

て

い

な

い
。

こ

の

こ

と

か

ら

、

『
貞

致

譜

』

は
、

天

王

寺

系

で

は

な

い
と

推

察

さ

れ

る
。

し

か

し

、

工
行

の
使

用

を

さ

て
お

き

、

全

体

の

唱

歌

を

比

較

す

る

と
、

母

音

や
産

み

字

な

ど

に

お

い

て
、

む

し

ろ

、

『
貞

致

譜

』

よ

り

『
兼

頼

譜

』

の

ほ
う

が

現

行

唱

歌

に
近

い
部

分

が
少

九



な

く

な

い

(
譜

例

1

〈
賀

17

、

21

、

22

、

23

、

28

、

29

、

37

、

45

、

49

、

51

、

60

、

63

、

66

、

77

>

、

譜

例

2

〈
三

1

、

2

、

3

、

4

、

16

、

17

、

19

、

20

、

32

、

33

、

38

、

49

、

50

、

51

、

59

、

64

、

65

>

、

譜

例

3

〈
鶏

13

、

14

、

27

、

28

、

38

、

39

>

)
。

　　
ね

従
来
、
楽
人
組
織

の
あ
り
方
に
関

す
る
歴
史
的
経
緯
や
、

工
行
音
の
使
用
か
ら
、
天
王
寺
系

の
唱
歌
は
、
京
都

・
南
都
系
と
異
な
る
と

い
う
点
が
強
調
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
実
際
は
、
京
都

・
南
都
系
と
近

い
部
分
を
多
分
に
含
ん
で
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
天
王
寺
系

の
唱
歌
は
ま

っ
た
く
孤
立
し
て
独
自

の
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
特
に
江
戸
時
代
以
降
は
、
京
都

・
南
都
と
不
断

の
関
係

の
も
と
に
、
相
互
に
影
響
し
あ
い
な
が
ら
成
立
し
て
き
た
可
能
性
を
指
摘
で
き

る
。

一
〇

三
i
二
、
楽
曲
構
造
と
唱
歌
の
対
応
関
係

次

に
、
楽
曲

の
構
造
と
唱
歌
の
対
応
関
係
か
ら
、
唱
歌

の
変
化
の
問
題
を
考
え
る
。
周
知

の
通
り
、
雅
楽
唐
楽
曲

は
、
楽
曲
に
特
徴
的

な
独
白

の
旋
律
型
だ
け
で
な
く
、
調
子

に
共
通
の
、
あ
る
い
は
、
調
子
を
越
え

て
汎
用
さ
れ
る
類
型
の
組
み
合
わ
せ

で
も
成
り
立

っ
て
い

る
。

一
曲
の
内
部
も
、
既
出
の
類
型
が
繰
り
返
し
現
れ
る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
、
同
じ
類
型
が
現
れ
る
個
所
を
比
較

す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

唱
歌

の
歴
史
的
変
化
の
問
題
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
一
)
〈賀
殿
急
〉
の
場
合

ま
ず
、
か
な
り
既
出
の
旋
律
が
繰

り
返
し
用
い
ら
れ
る
楽
曲
と
し
て
、
壱
越
調

〈賀
殿
急
〉
を
考
察
す
る

(譜
例

1
)
。
ま
ず
、
現
行

の

唱
歌

に
注
目
す
る
。

一
行
目

〈賀
5
>

〈賀
6
>
は
二
行
目

の

〈賀
11
>

〈
賀
12
>
と
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
で
あ
る
。
同

様
に
、
繰
り
返
し
現

れ
る
類
型
を
探
す
と
、
図
三
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
横

に
並
ん
だ
類
型
が
同
じ
旋
律
と
な
る
。



図
三

壱

越
調

〈
賀

殿

急

〉

賀

1

賀

5

賀

6

賀

11

賀

12

賀

13

賀

25

の
複
数
回
出
現
す
る
類
型

賀

14

賀

15

賀

16

賀

26

賀

27

賀

28

賀

59

賀

60

賀

61

賀

62

賀

65

賀

66

賀

67

賀

68

賀 賀 賀 賀

494!2917

賀

18

賀

19

賀

30

賀

31

賀

50

賀

69

賀

70

賀

71

賀

33

賀

34

賀

35

賀

36

賀

37

賀

38

賀

39

賀

40

賀

73

賀

74

賀

75

賀

76

賀

77

賀

78

賀

79

賀

80

た

と

え

ば
、

〈
賀

17

>

分

を

、

続

く
部

分

「
リ

な

る
。

は

〈
賀

29
、

41

、

49

、

69

>

と
、

計

五

回

出

現

し

て

い

る

。

現

行

唱

歌

で

「
ト

ラ

ロ
」

と

歌

わ

れ

る

こ

の
部

ロ

」

(
賀

18

、

30
、

42
、

50
、

70

)

と

合

わ

せ

て

『
貞

致

譜

』

『
兼

頼

譜

」

と

比

較

す

る

と

、

図

四

の

よ

う

に



賀

41

1

42

賀 賀 賀 賀

69492917

1111

70503018

図
四

コ

ト

DトDト ト ト ト 現 ラ

EラEラ ラ ラ ラ そテ

,El
DロDロ ロ ロ ロ

の

比

D'リD'リ リ リ リ 較

ロロロロBラ

、ノ

E

ミ

『
貞

致

譜

』

タ

リ

イ

ロ

ヲ

タ

リ

イ

ロ

ヲ

タ

リ

イ

ロ

ヲ

タ

リ

イ

ロ

ヲ

リ

イ

ロ
ヲ

リ

イ

ロ
ヲ

リ

イ

ロ
ヲ

リ

イ

ロ

ヲ

タ

リ

イ

ロ

ヲ

リ

イ

ロ
ホ

『
兼

頼

譜

』

ト

ラ

ア

ロ

ヲ

ヒ

ト

ラ

ア

ロ

ヲ

ヒ

ト

ラ

ア

ロ

ト

ラ

ア

ロ

ヲ

ヒ

ト

ラ

ア

ロ

ヲ

ロ

ヲ

ル

ヒ

イ

ロ

ヲ

ロ ロ

ヲ ヲ

ル ル

 

ヒ

イ

ラ

バ

一
二

賀

17

-

18

、

賀

29

-
30

、
賀

49

1

50

、

賀

69

1

70

に

つ
い

て
、

現
行

の

「
ト

ラ

ロ
」

は

『
貞

致

譜

』

で
は

一
貫

し

て

「
タ

リ

イ

ロ

ヲ
」

に
、

「
リ

ロ

」

は

一
貫

し

て

「
リ

イ

ロ
ヲ
」

に
対

応

し

て

い
る

こ
と

が

わ

か

る

。

ま

た
、

産

み

字

を

除

い
た
部

分

で
、

子

音

が

一
致

し

て

い

る
と

い
う

唱

歌

の
音

の
類

似

性

か

ら

見

て
、

『
貞

致

譜

』

も

、
現

行

に
近

い

旋

律

だ

っ
た
可

能

性

が

高

い

(
図

五

)
。

図

五

現

行

と

『
貞
致

譜
』

唱

歌

の
類

似
性

(
賀

17

…

18

、

ト

ラ

ロ

リ

ロ

タ

リ

イ

ロ

ヲ

リ

イ

ロ

ヲ

D

E

l

D

I

げ

ー

B

l

現
行

『貞
致
譜
」

現
行
の
手
付
け

賀

29

-

30

、

賀

49

1

50

、

賀

69

1

70

)



こ
れ

に
対

し

て
、

『
兼

頼

譜

』

の
場

合

、

賀

49

1
50
だ

け

が

他

と

異

な

る
。

つ
ま

り

、

現
行

の

「
ト

ラ

ロ
」

に
当

た

る
部

分

は
、

『
兼

頼

譜

』

で
は
大
部

分

は

「
ト

ラ

ア

ロ
ヲ

ヒ
」

に

な

っ
て

い
る

が

、

一
例

だ

け

「
ト

ラ

ア

ロ
」

と

い
う

別

の
類

型

に

な

っ
て

い

る

の

で
あ

る
。

同

様

に
現

行

の

「
リ

ロ

」

は

『
兼

頼

譜

』

で

は

「
ロ
ヲ

ル
」

の

ほ

か

に
、

↓
例

だ

け

「
ヒ

イ

ロ
ヲ
」

と

な

っ
て

い
る

。

さ

ら

に
、
構

造
上

の
対

応

の
非

一
貫

性

に

加

え
、

唱
歌

そ

の

も

の

の
音

の
点

で
も

、

こ

の
賀

49

1
50

の
部

分

は
興

味

深

い

こ
と

を

物

語

っ

て

い

る
。

『
兼
頼

譜
』

で
む

し

ろ
例

外

と

し

て
現

れ

る

「
ト

ラ

ア

ロ
」

「
ヒ

イ

ロ

ヲ
」

の
方

が

、

現

行

の

「
ト

ラ

ロ
」

「
リ

ロ

」

に
近

い

と

推

測

さ
れ

る

の

で

あ

る

(
図

六
下

側

)
。

こ
れ

に
対

し

て
、

『
兼

頼

譜

」

で
多

数

派

で
あ

る

「
ト

ラ

ア

ロ
ヲ

ヒ
」

「
ロ
ヲ

ル
」

で

は
、

高

い

音

位

の
音

に
当

て
ら

れ

る

傾

向

が

あ

る

「
ヒ
」

の
音
が

、

前

半

の
小

拍

子

(
賀

17
、

29

、

69
)

の

末

尾

に

つ
く

形

に

な

っ
て

お

り

、

賀

17

1

18

、

賀

29

1
30

、

賀

69

1
70

は
次

の
よ

う

な

旋
律

で
あ

っ
た

と

考

え
ら

れ

る

(
図

六

上

側

)
。

図
六

現
行
と

『
兼
頼
譜
』
唱
歌
の
比
較

ト

ラ

ロ

遠

い

ト

ラ

ア

ロ

ヲ

ヒ

ロ

ヲ

ル

D

E

-

D

I

D

D

I

B

(
賀

17

…

18
、

賀

29

-

30

、

賀

69

-

70

)

リ

ロ

現

行

よ

り

近

い

ト

ラ

ア

ロ

D

E

I

D

(賀

49

1

50

)

ヒ

イ

ロ

ヲ

D

I

B

I

『兼
頼
譜
」

以

上

を

ま

と
め

る

と

、

次

の

よ
う

に

な

る

。

現

在

「
ト

ラ

ロ
」

「
リ

ロ

」

と

歌

わ

れ

る
類

型

は
、

『
貞

致

譜

』

(
京

都

系

)

で
は

「
タ

リ

イ

ロ
ヲ
」

「
リ

イ

ロ

ヲ
」

に

一
貫

し

て
対

応

し
、

旋

律

的

に

も

両

者

は
同

じ

、

ま

た

は

き

わ

め

て
近

い
と

推

測

さ

れ

る

。

こ

れ

に
対

=
二



し

て

『
兼

頼

譜

」

で

は
対

応

関
係

が

一
元

的

で
な

く

、

二

つ

の
類

型
が

見

ら

れ

る

。

こ
の

う

ち

、

例

外

的

に

一
回

だ

け

現

れ

る
類

型

の

ほ

う

が

、

現

行

の

唱

歌

に
近

い
。

こ

の

こ
と

は
、

江

戸

時

代

の
天

王

寺
系

唱

歌

は
、

明

ら

か

に

現

行

と

異

な

る
体

系

を

用

い

て

い

る

が

、

一

部

、

一
致

す

る
点

も

見

ら
れ

、

現

行

唱

歌

の
も

と

と

な

っ
た

と
考

え

ら

れ

る

江

戸

時

代

の
南

都

系

・
京

都
系

唱

歌

と

な

ん

ら

か

の
関

係

が

あ

っ
た

、

と

解

釈

す

る

こ
と
が

で
き

る

か

も

し
れ

な

い
。

一
四

(
二
)

合
二
皇

急

V

〈
鶏
徳

〉

の
場

A
口

次

に
、

同

じ

調

子

の
楽

曲
間

で

土
ハ
有

さ

れ

る

旋

律

に

つ

い

て
、

平

調

の

〈
三

皇

急

(
さ

ん

だ

い

の
き

ゅ
う
)

〉

と

〈
鶏
徳

(
け

い

と

く

)
〉

の
分

析

を

通

し

て
考
察

す

る

。

前

述

の

〈
賀

殿

急

〉

の
例

は
、

比

較

し

た

三

つ
の
唱

歌

の

う

ち
、
現

行

と

『
貞

致

譜

』
が

一
致

し

、

『
兼

頼

譜

』

だ

け

が

異

な

る
例

で
あ

っ
た

。

こ
れ

か

ら

示

す

の

は
、
『
貞

致

譜

』

と

『
兼

頼

譜

』

が

一
致

し
、

現

行

唱

歌

が

異

な

る

例

で

あ

る
。譜

例

2

は

平

調

〈
三
塁

急
〉

で

あ

る

。

〈
三

毫
急

〉

も

、

他

の
多

く

の

楽

曲

と

同

じ
く

、

楽

曲

中

に
既
出

の
類

型

が

繰

り

返

し

現

れ

る

。

た

と

え

ば

、

〈
三

9
>

～

〈
三

16
>

の

一
行

分

は

〈
三

25

>

～

〈
三
32
V

ま

で

の

一
行

と
ま

っ
た

く

同

じ

で
あ

る
。

ま

た

、

〈
三

13

、

14

>

の
現

行

唱

歌

で

「
ト

ラ

バ
」

「
ト

ル

ロ
」

と
歌

わ

れ

る

類

型

は
、

〈
三

29

、

30
V

と

く
三

61

、

62

V

で
も

現

れ

る

。

ま

た
、

太

食

調

の

〈
太

平

楽

急

(
合

歓

塩
)
〉

な

ど

に

も

現

れ

る
。

こ

の

類

型

は
、

一
例

を
除

い

て
、

す

べ

て
、

現

行

、

『
貞

致
譜

」
、

『
兼

頼

譜

」

の
間

で

図

七

の
よ

う

な

一
元

的

な
対
応

関
係

を

示

し

て

い
る
。

図
七

「
ト

ラ

バ
」

「
ト

ル

ロ
」

の
古
譜

の
対

応

ト

ヲ

ラ

ハ

タ

ア

ル

ラ

『
貞

致
譜

』



Fト タ

Gラ ア

ミ ハ ハ

ロ

ヲ

ル

ロ

ト

ル

ロ

B

A

B

『兼
頼
譜
」

現
行

『
貞

致
譜

』

で

「
ト

ヲ

ラ

バ
」

「
タ

ア

ル

ラ
」
、

『
兼

頼
譜

』

で

は
常

に

「
タ

ア

ハ
」

「
ロ

ヲ
ル

ロ
」

と

な

っ
て

い

る
。

今

度

は
、

逆

に

『
貞

致

譜

」

で

「
ト

ヲ

ラ

バ
」

「
タ

ア

ル

ラ

」
、

『
兼

頼

譜

』

で

「
タ

ア

ハ
」

「
ロ

ヲ

ル

ロ
」

と

な

っ
て

い

る

個

所

を

拾

い
出

し

て

い
く

と
、

現

行

唱

歌

が

「
ト

ラ

バ
」

「
ト

ル

ロ
」

で
な

い
例

が

一
例

だ

け

現

れ

る
。

譜

例

3

〈
鶏

33

、

34
>

で

あ

る

。

(
図

八

)
。図

八

現

行

唱
歌

の
例

外

的

対
応

〈
鶏

33
、

34

>

ト

ヲ

ラ

ハ

タ

ア
ル

ラ

『
貞

致

譜
」

タ

ア
引

ハ

ロ
ヲ
ル

ロ

『
兼

頼

譜

』

ト

ラ

ハ

ト

ヲ

ロ
ル

イ

現

行

F

G

ミ

B

l
A

F

G

『
兼

頼

譜

」

の

「
タ

ア
引

ハ
」

は
他

の
個

所

の

と

の
対

応

関
係

も

一
元

的

で
あ

る
。

し

か

し

、

動

き

で
あ

る
。

「
タ

ア

ハ
」

と

同

義

と
考

え

ら

れ

る
。

つ
ま

り

、
実

質

的

に
、

『
兼

頼

譜

』

と

『
貞

致

譜

』

現

行

の

「
ト

ヲ

ロ
ル

イ
」

は
、

他

の
個

所

の

「
ト

ル

ロ
」

と

は

明

ら

か

に

異

な

る

音

の

一
五



逆

に
、

現

行

の

「
ト

ヲ

ロ
ル
イ

」

と

似

た
類

型

で
あ

る

〈
三

46
>

「
ヨ

ヲ

ロ

ル
イ
」

の

『
兼

頼

譜

』

と

『
貞

致

譜

』

の
唱

歌

を
見

る

と

、

「
タ

ア

ル

ラ
」

と

「
ロ
ヲ

ル

ロ
」

で

は

な

く

、

そ

れ

ぞ

れ

「
タ

ア
ア

ラ

ロ
イ

」

と

「
ロ
ヲ

ロ
ル

イ

」

と

な

っ
て

い

る
。

こ

こ
か

ら
類

推

で
き

る

こ
と

は

、

〈
鶏

34
>

の
現
行

唱

歌

「
ト

ヲ

ロ
ル
イ

」

は
、

江

戸
時

代

に

は

「
ト

ル

ロ
」

で

は

な

か

っ
た

か
、

と

い

う

可

能

性

で
あ

る

。

こ

の
例

か

ら

は

、

現

行

唱
歌

が

江

戸

時

代

と

比

べ
て
変

化

し

て

い
る
可
能

性

が

示

唆

さ

れ

る
。

三

-
三

、

産

み

字

の
解

釈

最

後

に
、

『
兼

頼
譜

』
と

『
貞

致

譜

』

に
多

く
見

ら

れ

る

産

み
字

の
問

題

を

考

え

る
。

一
見

し

て
明

ら

か
な

よ

う

に
、

『
兼

頼

譜

」
と

『
貞

致

譜

」

は
、
現

行

唱

歌

よ

り
産

み
字

が

多

い
。

た

と
え

ば
、

現

行

の

「
ト

リ
」

は

、

両

譜

で

は

「
ト

ヲ

リ
イ

」

(譜

例

3

〈
鶏

1
>

)
、

現

行

の

「
ツ
リ

ラ
」

は

両

譜

で
は

「
ト

レ

ラ

ア
」

ま
た

は

「
ツ

リ

イ

ラ

ア
」

(

〈
鶏

2
>

)

と

な

っ
て

い

る
。

こ

の

、

産

み
字

の
挿

入

(
表

記

)

に

つ
い

て
は

、

①

拍

を

明

示

す

る

、

②

息

継

ぎ

の
あ

と

の

吹

き

出

し
、

③

ア

ク

セ

ン
ト
を

示

す

、

な

ど

の

目
的

が

想

定

さ

れ

る
。

た

と

え

ば

、

〈
鶏

13

V

の
現

行

「
ト

ラ

ロ
ヒ
」

は

、

『
兼

頼

譜

」

で

は

「
ト

ラ

ア

ロ
ヒ
」

と

な

っ
て

い

て
、

産

み

字

「
ア
」

は

「
ラ
」

の

あ

と

の
拍

を

目

に
見

え

る
よ

う

に
表

示

し

た

も

の
、

と

考

え

ら

れ

る
。

し

か

し

、
単

位

と

な

る

拍

が

、

あ

る
場

所

で

は
、

四
部

音

符

、

別

の
個

所

で

は

八

分

音

符
、

と

ま

ち

ま

ち

で
あ

り

、

さ

ら

に
、

産

み

字

の

挿

入

が

規

則
的

で

な

い

。

た
と

え

ば
、

同

じ

〈
鶏

13
>

の

『
貞

致
譜

』

「
タ

リ

イ

ロ
ヒ
イ
」

の
最

後

の

「
イ
」

は
、

拍

を

示

す

目
的

上

は

不

要

の
よ

う

に
思

わ

れ

る

文

字

で
あ

る
。

ま

た

、

〈
鶏

3
、

7
、

12

、

14

、

15

>

そ

の
他

、
多

数

見

ら

れ

る

一
小

拍

子

内

に

二
文

字

、

た

と

え

ば

「
ハ

ア

」

と

い

う
類

型

は

、

単

位

と

な

る
拍

を

示

す

と

す

れ

ば

、

「
ハ
ア

ア

ア
」

と

な

る

べ
き

で
あ

ろ
う

。

こ

の
例

か

ら
も

、

産

み

字

が

必

ず

し

も

一
貫

し

て
拍

を
示

す

た

め

に
使

用

さ

れ

て

い

一
六



る

わ

け

で

は
な

い

こ
と

が

わ

か

る
。

②

息

継

ぎ

の
あ
と

の

吹

き

出

し
は

、

今

日

で

も

よ

く
使

わ

れ

る

雅

楽

の
特

徴

的

な

旋

律

法

で
あ
る

。

現

在

の
実

際

の
息

遣

い

(
フ

レ
ー
ジ

ン
グ

)

を

示

す

と

図
九

の

よ

う

に

な

る
。

た

と

え

ば
、

〈
鶏

徳

〉

の

冒

頭

の
、

図

九

〈鶏

徳

〉

ト

ヲ

リ

イ

ト

ヲ

リ

イ

ト

ワ

L「

ワ

冒

頭

の
比

較

譜

ツ

リ

イ

ラ

ア

ハ

ト

レ

ラ

ア

ハ

ツ

リ

ラ

ハ

ツ

リ

イ

ラ

バ

ア ア ア ア

弓1弓1弓1弓1

引 引

『貞
致
譜
』

『兼
頼
譜
』

明
治
撰
定
譜

現
在
の
実
際
の
吹
き
方

現

在

、

「
明
治

撰

定

譜

」

で

「
ツ
リ

ラ
」

と

表

記

さ
れ

る
旋

律

は
、

実

際

は

、

「
リ

」

の

あ
と

で
息

を

と

り

、

あ
ら

た

め

て

同

じ

音

を

「
イ

」

と

吹

き
だ

す
。

『
貞

致

譜

」

の

「
ツ

リ

イ

ラ

ハ
」

の

「
イ

」

も

、

あ

る

い

は

こ

の

よ

う

な
吹

き
方

を

示

し

て

い

る

の
か

も

し

れ

な

い
。

ま

た

、

こ

の
ほ

か
、

現

在

、

特

に
、

同

じ

音

を

長

く

延

ば

す

場

合

な

ど
、

産

み

字

の

部

分

に

ア

ク

セ

ン

ト

を

つ
け

て
吹

く

こ

と

は

頻

繁

に
行

わ

れ

て
い
る
。

古

譜

で
も

そ

う

で
あ

っ
た

可

能

性
を

指
摘

で

き

る
だ

ろ

う
。

ま
と

め

以

上
、
本
稿
で
は
、
江
戸
時
代
初
期
、

一
七
世
紀
の
龍
笛
唱
歌
を
紹
介
し
、
「明
治
撰
定
譜
」
の
旋
律
構
造
と
比
較
分
析
す
る
こ
と
に
よ

っ

一
七



て
、

唱
歌

の
歴
史
的
変
化
、
あ
る
い
は
、
系
統
の
差
異
を
探
る
た
め
の
方
法
論
と
、
唱
歌
の
仮
名

の
解
釈
の
可
能
性

を
示
し
た
。
紙
数

の

制
約

か
ら
、
分
析
対
象
資
料
の
楽
譜
を
す

べ
て
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
論
文
中
で
提
示
し
た
分
析
例
も
部
分
的
で
あ
る
。

く
わ
え
て
、
今
回
分
析
対
象
と
し
た
資
料
の
唱
歌

の
シ
ス
テ
ム
が
、
今
日
ほ
ど
体
系
的

一
貫
性
を
持

っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

こ
れ
が
、
ど
の
よ
う
な
音
程
で
、
ど
の
よ
う
な
リ
ズ
ム
で
あ

っ
た
か
を
、
厳
密

に
復
元
す
る
こ
と

は
現
時
点
で
は

で
き
な
い
。
し
か
し
、

今
後
、
同
様
の
資
料
を
掘
り
起
こ
し
、

デ
ー
タ
を
蓄
積
し

て
い
く
な
ら
ば
、
本
稿

で
提
示
し
た
、
異
な
る
テ
ク
ス
ト
間

の
対
応
状
況
を
手

が
か
り
に
、
江
戸
時
代
の
唱
歌
の
実
態

に
遡

っ
て
近
づ
く

こ
と
は
可
能
と
思
わ
れ
る
。

雅
楽
の
研
究

は
、
ど
ち
ら
か
と
言

う
と
、
全
盛
期
の
平
安
時
代
や
、
そ
れ
に
続
く
鎌
倉
時
代

の
研
究
が
多
い
が
、

私

た
ち
の
近
い
過
去

で
あ

る
、
江
戸
時
代

の
管
楽
器
譜
に

つ
い
て
も
、
今
後

い

っ
そ
う
の
研
究
の
充
実
が
望
ま
れ
る
。

一
八

注
(
1
)

(
2
)

(
3
)

(
4
)

レ
コ
ー
ド

『
口
唱
歌
大
系
-
日
本

の
楽
器

の
ソ
ル
ミ
ゼ

ー

シ

ョ
ン
』
(横
道
、
蒲

生

一
九
七
七

)
が

、

日
本
音
楽

の
多

ジ

ャ

ン
ル
に
わ
た
る
唱

歌
を

体
系
的

に
ま
と
め
た
も

の
と
し

て
も

っ
と
も
早

い
。

ほ
か

に
、
唱
歌
全
般
に

つ
い

て
茂
手
木
潔
子

の
論
文

(茂
手
木

一
九

七
八

)
、
母
音
、
子

音

の

使

用
位

置

の
傾

向
と
音
律
、

の
ど

の
開

閉

の
関
係

に
関

す

る
論

文
と
し

て
、

デ

イ
ヴ

ィ
ッ
ド

・
ヒ

ュ
ー
ズ
、

蒲
生
美
津

子

の
研
究

な
ど

が

あ

る

(出
=
四
げ
Φ
ω
卜⊃
OO
O、
蒲
生

二
〇
〇

一
)
。

た
と
え
ば
、
蒲
生
美
津
子
、
芝
祐
靖

、
仲
村
由
樹

の
研
究

な
ど

(芝

一
九
八

二
、
蒲
生

一
九
八
六

、
仲
村

一
九
九
八
/

二
〇
〇
〇
)
。

た
と
え
ば

『
新
撰
楽
譜

(博
雅
笛
譜

)
』

(九
六
六
年
)
、

『
懐
中

譜
』
(鎌
倉
時
代
)

な
ど
。

芝
祐
靖

は
南
都
系
と
し
て
い
る

(芝

一
九
八
二
)
。
仲

村
由
樹

は
京
都
系
と

し

て
い
る

(仲
村

一
九

九
八
/
二
〇
〇
〇
)
。

「
明
治
撰
定
譜

」

の
龍



(
5
)

(
6
)

((((

13121110
))))

(((

987
)))

笛
譜

の
撰
者
名

は
知
ら

れ

て
い
な

い
が
、
明
治

三
年

の
草
稿
譜

「明

治
三
年
御
撰
定

雅
楽
全
譜

」

の
巻
第
五

「
催
馬

楽
笛
譜
」
で
は
、
撰

者

が
、

上

眞
節

(南
都
系
)、

山
井

景
順

(京
都
系
)

と

な

っ
て
い
る
。
両
名

が
、

催
馬
楽
以
外

の
笛

譜

の
撰

定
も
行

っ
た
と

す
れ

は
、
唐
楽
笛
譜

は
南
都
系

と

京
都
系

の
流
れ
を
汲
む
も

の
と
言
え
よ
う
。

『
六

調
子
曲
譜

和
琴
』

宮
内
庁
書
陵
部
蔵

(
伏
oo
)

伝
貞
致
親
王
筆
。

縦
二
二
〇
ミ
リ

×
横

一
四
六
ミ
リ
。
冊
子
本

一
冊
。

四
四
丁
。
貼

外
題

「
六

9

調
子
曲
譜

和
琴
」
、
内

題
な
し
。
見
返
し
裏

「
図
書
寮
印
」。
も
と

は
現

在

の
見
返
し
と
、
裏

見
返

し
を
表
紙
と
す

る
仮
綴
じ
本
か
。

唐
楽

和
琴
の
調
弦

は
、

調
子

ご
と
に
異
な
る

こ
と

も
あ
る
。

た
と
え
ば
、

綾
小
路
家
旧
蔵

『
和

琴

譜
』

(
一
七
世
紀
後

半
成
立
)

(天
理
図
書
館
蔵

、
架

蔵
番

号

61
/
イ
63
/

75
)

や
楽
書

『楽
家

録
』

の
調
弦
は
異
な
る
。
中

世

の
楽
譜

で
は
、

催
馬

楽
和
琴
の
調
弦
を

唐
楽
和
琴

に
転
用
し

て
い
る
。
唐

7

0Q

楽

の
調
子
ご
と
に
独
自

の
調
弦
を
用
い
る
よ

う

に
な

っ
た
の
は
、
江
戸

時
代

に
入

っ
て
か
ら

と
考

え
ら
れ
る
。
詳
し
く

は
寺
内

一
九
九
八
参

照
。

縦

一
五
三

ミ
リ
×
横

一
三

五
ミ
リ
。
折
本

一
帖

。
外

題
、
内
題
な
し
。

第

一
紙
右
上
に

「
図
書

寮

印
」
。
本
文
料
紙

界
線

あ

り
。
奥
書

「
右
龍

笛
假
字

譜
者

依
」
大
夫
将
監
賀

茂
縣
王
清
豊
」
息
女
所

望
書

写
之
令
附
」
與
詑

」
延
宝
八
庚
申
暦
仲
春

良

日
」
正
五
位
下
行
修

理
亮
太
秦
兼
頼
」
。

双

調
、
黄
鐘
調
は
、
管

絃

で
し
ば
し
ば
用

い
ら
れ

る
渡
物

(
移
調
曲
)

を
多
く
含
む
調
子
。

拙

稿

で
、
現
在
の
龍

笛

の
実
際

の
旋
律

は
、

「
明

治
撰
定
譜
」
を
文
字

通

り
機
械
的

に
翻
訳

し

た
旋
律

よ
り
も
細
か

い
息
継
ぎ
が
増
え

て
い
る

こ
と
を

指
摘

し
た

(寺
内

二
〇
〇

二
)
。

た
だ
し
、
盤
渉
調
の

「
チ
イ

チ
イ
」
は
例
外

で
、

「
チ

(
G
)
」
と

「
イ

(
A
)
」

は
異
な
る
音

高

を
示
す
。

龍

笛
、
箪
藁
唱
歌
の

ハ
行

は
両
唇
音
。
便
宜

的

に
f

で
表
記
す
る
。

特

に

「
中
」
の
セ
メ
。

南

都

の
楽
人
は
平
安
時
代

か

ら
宮
中
行
事

に
も
奉
仕

し
て
い
た
関
係

か
ら
、
京
都
系
楽
人

、
南

都
系
楽
人
は
演
奏

の
場

と

(必
然
的

に
)
伝

承
を
共
有

す

る
機
会

が
多
か

っ
た
。

そ
れ

に
対
し

て
、

天

王
寺

の
楽
人

は
中
世

ま

で
は
主
に
四
天

王
寺

の
行

事

に
奉
仕
し

て
い
た
。

天
王
寺
系

の

一
部

の
楽
家

九



(安
倍
姓
東

儀
)

が
、
宮
中
行
事

に
参

加

す

る
よ
う
に
な

っ
た

の
は
江
戸
時
代
に
な

っ
て
か
ら
で
あ
る
。

江
戸

時
代

に
は
、

系

の
楽
家

の
養

子
縁
組
も
行
わ
れ

て
い
た

(た
と
え
ば
、
京
都

の
曲豆
原
家
と
天
王
寺

の
岡
家
)

こ
と
が
確

認

で
き
る
。

京
都
系
の
楽
家
と
天
王
寺

二
〇

引

用
文
献

蒲
生
美
津
子

一
九

八
六

二
〇
〇

一

芝
祐
靖

一
九

八
二

寺
内
直
子

一
九
九
八

二
〇
〇
二

仲
村
由
樹

二
〇
〇
〇

ヒ

ュ
ー

ズ

、

「
乱
声

小
考
」
『
諸
民
族

の
音
』

(小
泉
文
夫
追
悼

記
念

論
文
集
)
東
京
、
音

楽
之
友
社
、
二
三
七

-

二
五
六
頁
.

「
音
声

・
音
韻
の
側
面
か
ら
見

た
篁
簗

・
竜
笛

の
唱
歌

」
『
沖
縄
県
立
芸
術
大

学

紀
要
』
九

"
四
三

ー
六

〇
。

「
横
笛

唱
歌
考
」
『雅
楽

界
』

(小

野
雅
楽
会
)
五
七

"
四
三

-
九

一
.

「
催
馬

楽
と
唐
楽
に
お
け
る
和

琴

の
用
法
-
綾
小

路
家

旧
蔵
楽
譜
を
手
掛

か
り

に
」
『東
洋
音
楽
研

究
』

六
三

二

六

-
三
六

,

「
二
〇
世

紀
に
お
け
る
雅
楽

の

テ
ン
ポ
と

フ
レ
ー
ジ

ン
グ

の
変
容

ー
ガ
イ

ス
バ

ー
グ
録
音
と
邦
楽

調
査

掛

の
五
線
譜
」
『
国
際
文

化
学
研
究
』

(神

戸
大
学
国
際
文
化
学

部
)

皿
七

一
八
五

-

一
一
四
.

「
伝

後
陽
成
天
皇
哀
筆

『
越

殿
楽

唱
歌
譜
』
考
」

『
朱
』

(
伏
見
稲
荷
大
社
発

行
)

八
)

年
度
、
沖
縄
県
立
芸

術
大

学

に
提
出
し
た
同
名

の
修
士
論
文
)

デ
イ
ヴ

ィ

ッ
ド

ロ
C
O
山
国
ψ

U
p
<
己

四
三

　
二
〇
〇

ー
二
三
〇

(原
文
は
、
平
成

一
〇

(
一
九
九



悼
O
O
O

、Z
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唇

霧

Φ霧

Φ
二

。
σq
一。

p
巳

℃
。
≦
霞

。
h
碧

○
塁

江
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-一8
野

日
房

巨
。
巳
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契

霧

巨
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.
bd
ミ

蓉

き

ミ

弾
ミ

ミ

田

ぎ

§

爵

8
馬。讐

⑩
＼
賦
ロ

一
b。
O

■

平
出
久

雄
編

一
九

八
九

「
日
本
雅
楽
相
承
系

譜
」
『
日
本
音
楽
大

事
典
』
付
録

(初
出

は

『音

楽
事
典
』

一
九

五
七

)
東
京
、
平
凡
社

,

茂
手
木

潔
子

一
九

七
八

「
唱
歌

(仮
名
譜

)

に

つ
い
て
の

一
考

察
」
『
音
楽
学
』
二
四
/

二

一
一
五
五
1

}
六
六

.

横
道
萬

里
雄
、
蒲
生
郷
昭
構
成

・
解
説

一
九

七
七

『
口
唱
歌
大
系

-

日
本

の
楽
器
の

ソ
ル
ミ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
』
O
bd
ω
ソ

ニ
ー

(OO
》
Q
嵩

8
①
一
)

り
ω
-

二

一



譜
例
凡
例

二
二

・

『
貞

致

譜

』
、

『
兼

頼

譜

』、

現

行

「
明

治

撰

定

譜

」

の
比

較

譜

。

原

文

で
は
、

現

行

唱

歌

は

譜

字

に
大

小

が

あ

り

、

古

譜

に
は

な

い
。

す

べ

て
同

じ
大

き

さ

に
し

て
表

示

し

た

。

そ

の
際
、

同

じ

ま

た

は

近

い
音

の
唱
歌

が

な

る

べ

く
近

く

に
来

る

よ

う

に

配

置

し
た
。

・
現

行

唱

歌

の
下

の

ア

ル

フ

ァ
ベ

ッ
ト

は

、

笛

の
手
付

け

を

音

名

に

置

き

換

え
た

も

の
。

対

応

は

、

次

の
通

り

。

六

↓

D

、

〒

↓

E
、

五
↓

F
ま

た

は

F

、

⊥
↓

G
、

夕

↓

A
、

中

↓

B

、
丁
↓

C

ま

た

は

C

唱

歌

の
産

み
字

の
部
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